
１
【教育活動の更なる充実 , 敷地の有効利用】

　海田東小学校校舎建替基本計画は，海田東小学校校舎建替基本構想に掲げる基本理念や整備コンセプトを
基に整理した整備方針を具体化するものであり，新校舎の規模，配置・ゾーニング計画，概算事業費，事業
スケジュール等の考え方を定め，今後の設計を進める上での方針をまとめるものである。

・不整形な形状の敷地南側に新校舎を配置し , 敷地北側
にグラウンドを配置することで , 視認性の高い整形な
グラウンドを整備する。

・敷地南側に民家が近接しているため，一定程度の距
離を空けることや視線・騒音等の対策を行うなど近
隣住宅へ配慮した計画とする。

・給食室は町内他校への給食提供を見据えて , 南側道路
に面して設け , 配送車両の動線や安全性に配慮する。

子供みんなの居場所を
つくる

（明日また行きたい）

学校の伝統や歴史が
つづく

（継承する）

地域の未来に
つながる

（誇りを育む）

✓  新校舎の規模
✓  配置計画
✓  ゾーニング計画
✓  概算事業費
✓  事業スケジュール

など ,
新校舎の設計を進める
ための方針を整理

学校規模を生かした活力ある教育活動・
様々な文化に自ずと触れ合える環境

豊かな自然とにぎわいが調和した新たな
拠点創出に向けたまちづくり

・児童の負担軽減を図る観点から , 工事期間を短縮し ,
可能な限り早期に供用開始できる計画とする。

・近隣の町民センター内の児童クラブを , 新校舎に移
転することで , 放課後の児童の安全性を確保する。

・歩車分離を明確にすることや，見通しの良いグラウン
ドの確保など，常に安全確保を目指した計画とする。

設計方針（建替対象施設等）

つくる つづく

海田東小学校の強み・特長 海田東地区の将来像

つながる
町立学校の校舎建替の基本理念町立学校の校舎建替の基本理念

基本構想概略基本構想概略

基本計画基本計画

整備コンセプト整備コンセプト

整
備
方
針

整
備
方
針

町立学校の校舎建替の基本理念

【児童の安全確保 , 利便性向上】
現校舎及び新校舎の配置イメージ

校舎建替後の敷地イメージ １

整備方針を具現化



２

・オープンでゆとりのある空間構成や，安全に配慮し
たテラスの設置など，児童にとって多様な居場所と
なるスペースを確保することで，快適に過ごしやす
い平面計画とする。

・内装についてはコストに配慮した上で木質化を行う
など,温かみのある素材や色彩を用いた計画とする。

設計方針（施設整備に係る方向性）

・学びの中心となる学校図書館ゾーンを複数階
に配置し，そのまわりに各教室を配置するこ
とで，読書活動等を通じた同学年・異学年交
流を促進する。

・学校図書館ゾーンを中心とした室配置により，
学校全体が学びの場となる計画とする。

【同学年・異学年交流を促進する空間づくり】

・正門・南門から昇降口まで舗装等により
動線を明示し，誰もが直感的にアクセス
可能な計画とする。

・視覚的にわかりやすいロゴや色彩による
サイン（案内表示）計画とする。

【言語的コミュニケーションに頼らない学校施設の整備】
・児童の安全を確保した上で , 地域住民等が気軽に立ち寄
ることができる地域交流スペースを計画する。

・浸水害に備えた床高の設定や , 止水板の設置 , 設備機器
の上階設置など防災性の高い施設計画とする。さらに ,
地震等の災害に備え , 天井落下防止対策等を検討する。

【学校と地域が支え合い協働していくための空間づくり】

【居心地のよい快適な空間づくり】

１階

２階

３階

４階

主な内容を記載

２



13．配置・ゾーニング計画図

見渡し

配置・ゾーニング計画図３

３



　本計画は , 校舎及び給食室の建替えであることから , 用途に応じた構造計画を策定する。
　新校舎は耐久性や居住性を重視し , 給食室・児童クラブはプランの容易性を重視する。
　①新校舎
　　耐久性に優れ , 振動が少なく遮音性も高い鉄筋コンクリート造を想定する。
　②給食室・児童クラブ
　　大空間や細かな動線を確保するため , ロングスパンが可能な鉄骨造を想定する。

お問い合わせ
海田町教育委員会

　ハザードマップによる各種想定浸水深が 0.5m～ 5.0m であるこ
とを踏まえ , 1 階床高を 0.5m 程度嵩上げすることで , 浸水対策を行
う。また , 出入口に止水板を設置できる計画とし , より高い浸水に
対応する。設備機器の被害を最小限とするため , 屋上等の浸水被害
のない上階に設置を検討する。省エネや停電対策のため , 太陽光発
電や自家発電機の設置を検討する。さらに , 地震等の災害に備え ,
天井落下防止対策や緊急用汚水槽の設置を検討する。

※１ 消費税率は 10％を見込んでいる。工事発注は令和９
年２月を想定しており , 物価上昇等により概算事業費
の増額が見込まれる。

※２ アスベスト対策工事費は , 今後の調査によって必要性
が生じた場合 , これに要する費用が加算される。

※３ 附帯・関連整備費（渡り廊下 , 屋外トイレ・屋外倉庫 ,  
外構 , 備品・什器 , 厨房機器等）の詳細検討は基本・
実施設計で行う。

　構造計画の合理化 , 工期短縮を伴う経費削減 , 施工諸室ごとに最適な設備機器を比較検討により選定する
など , 基本設計においてはイニシャルコストの縮減を図るため , 具体的な検討を行う。

（単位：千円）

2,826,000
3,905,000

754,000
325,000

4,737,000

整備内容 概算事業費 ※１
①本体工事費

新校舎
給食室

合計

既存校舎等
832,000

新築

解体 ※２
②附帯・関連整備費 ※３

　基本設計では , 本計画で示した設計方針に基づいて , ワーク
ショップ等により学校関係者や町民等のご意見を伺いながら , よ
り具体的な検討を進めていく。
　具体的な検討に当たっては , 必要に応じて諸条件の見直しを行
い , 建築計画に反映することにより，海田東小学校の児童にとっ
て，「明日また行きたい学校」と思える , また ,「地域と共に育つ
学校」として将来にわたって地域の誇りを育む「地域の宝」と
なるような学び舎づくりを目指していく。　

〒736-8601
広島県安芸郡海田町南昭和町  14-17
TEL　（082)-823-9216（学校教育課）
Email：gakkyo@town.kaita.lg.jp

令和 7年 4月以降
　 TEL　（082)-822-2135（文教施設整備室）
　 Email：bunkyo@town.kaita.lg.jp

構造計画４

防災計画５

概算事業費６

事業スケジュール７

基本設計に向けて８

　基本構想では令和 11 年 4 月からの新校舎供用開始を想定したスケジュールであったが , 各工程の主要な
目標を明確にして設計期間を短縮し,仮設校舎を建設しない計画とした。さらに,工事期間を短縮することで,
令和 10 年９月の新校舎供用開始と , 令和 11 年 8月の整備完了を目指す。

項目 ランニングコスト縮減に向けた工夫の例

運用コスト
( 光熱水費 , 保険料 , 減

価償却等 )

保全コスト
( 保守・点検費 , 清掃費 ,

管理費等 )

修繕・改修コスト
( 修繕費 , 改修費 ,
模様替え費 )

・自然採光や自然通風などの自然エネルギーを積極的に活用した計画とし , 光熱
水費を低減

・空調対象室の気積を最小限とし , 利用特性に合わせた空調方式や制御方式を検
討

・新校舎と給食室を分離し , 独立した維持管理が行える計画
・建物周囲に足場空間を設け , 点検や改修時のコスト増要因を削減
・ノンワックス床材や防汚性のある仕上げ材を採用し , 清掃頻度・費用を低減
・予備スペースのある設備シャフトなど , 設備の点検や更新時の負担を軽減
・植栽は生育の遅い樹種や落葉の少ない樹種を選定し , 維持管理費用を低減

・80 年耐用の鉄筋コンクリート造校舎とし , 構造躯体を長寿命化
・屋根や外壁は高耐久仕様とするなど , 改修サイクルを長期化し改修頻度を低減
・外壁の長寿命化として , 雨垂れ防止と点検足場の代わりとなるメンテナンス庇
やバルコニーの設置

19.　ランニングコスト縮減の検討
　   ランニングコストには , 光熱水費等の運用コスト , 保守・点検費等の保全コスト , 修繕・改修コストの３
つがある。
 　  本事業にあたっては , 建築物の長期的耐用性の確保 , 日常的な保全や定期的な修繕・改修が実施しやすい
建物とするなど , 次のような工夫を行うことでランニングコストの縮減を図る。

今後の設計段階において , 省エネルギー計画等 , ランニングコストの縮減に向けた詳細な検討を行う。

新校舎供用開始 全面供用開始

20.　事業スケジュール
　基本構想では令和 11 年 4 月からの新校舎供用開始を想定したスケジュールであったが , 各工程の主要な目
標を明確にして設計期間を短縮し , 仮設校舎を建設しない計画とした。さらに , 工事期間を短縮することで ,
令和 10 年９月の新校舎供用開始と , 令和 11 年 8月の整備完了を目指す。

項目 ランニングコスト縮減に向けた工夫の例

運用コスト
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・自然採光や自然通風などの自然エネルギーを積極的に活用した計画とし , 光熱
水費を低減

・空調対象室の気積を最小限とし , 利用特性に合わせた空調方式や制御方式を検
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・新校舎と給食室を分離し , 独立した維持管理が行える計画
・建物周囲に足場空間を設け , 点検や改修時のコスト増要因を削減
・ノンワックス床材や防汚性のある仕上げ材を採用し , 清掃頻度・費用を低減
・予備スペースのある設備シャフトなど , 設備の点検や更新時の負担を軽減
・植栽は生育の遅い樹種や落葉の少ない樹種を選定し , 維持管理費用を低減

・80 年耐用の鉄筋コンクリート造校舎とし , 構造躯体を長寿命化
・屋根や外壁は高耐久仕様とするなど , 改修サイクルを長期化し改修頻度を低減
・外壁の長寿命化として , 雨垂れ防止と点検足場の代わりとなるメンテナンス庇
やバルコニーの設置

19.　ランニングコスト縮減の検討
　   ランニングコストには , 光熱水費等の運用コスト , 保守・点検費等の保全コスト , 修繕・改修コストの３
つがある。
 　  本事業にあたっては , 建築物の長期的耐用性の確保 , 日常的な保全や定期的な修繕・改修が実施しやすい
建物とするなど , 次のような工夫を行うことでランニングコストの縮減を図る。

今後の設計段階において , 省エネルギー計画等 , ランニングコストの縮減に向けた詳細な検討を行う。

新校舎供用開始 全面供用開始

20.　事業スケジュール
　基本構想では令和 11 年 4 月からの新校舎供用開始を想定したスケジュールであったが , 各工程の主要な目
標を明確にして設計期間を短縮し , 仮設校舎を建設しない計画とした。さらに , 工事期間を短縮することで ,
令和 10 年９月の新校舎供用開始と , 令和 11 年 8月の整備完了を目指す。

１階

２階

３階

４階

４

緊急用汚水槽

太陽光発電
設備機器の上階設置

自家発電機

天井落下防止

全面供用開始新校舎供用開始


